
 

 

 

 

 

 

木の葉が風に舞い、秋の深まりを感じる季節となりました。園庭ではどんぐりや落ち葉を見つけて 

「見て！こんなのあったよ」と友達に見せ合う姿が見られ、子どもたちは自然の中で秋の発見を 

楽しんでいます。拾った葉っぱや木の実を使って制作をしたり、絵の具でスタンプをしたりしながら、 

季節ならではの遊びに夢中です。 

 最近の子どもたちは、友達との関わりを通して思いやりや協力する姿がぐんと増えてきました。 

運動会の練習や日々の活動を通して「こうしたらうまくいくね」「みんなでやると楽しいね」と気づくことも 

多く、心も体も大きく成長していることを感じます。できることが少しずつ増えていく喜びを感じながら、 

毎日いきいきと過ごしています。 

 

運動会ありがとうございました 

    先日の運動会では、たくさんのご協力と暖かいご声援を本当にありがとうございました。 

おうちの方の笑顔や拍手に見守られながら、子どもたちはこれまでの練習の成果を十分に 

発揮し、一人ひとりが輝いていました。かけっこでは、「よーいどん！」の合図とともに全力で 

走り抜ける姿がとてもたくましく、ゴールした瞬間の笑顔が印象的でした。 

パラバルーンでは、「せーの！」のかけ声に合わせてみんなで息を合わせることの楽しさや、 

一体感を持って、一つの作品をつくりあげるように取り組んでいました。練習を重ねる中で、 

うまく形ができたときの喜びや、みんなでそろったときの達成感を味わう姿が印象的でした。 

そして玉入れでは、忍者の衣装に身を包み、「にんじゃりばんばん♪」のリズムに合わせて踊りながら 

玉を投げ入れる姿がとても生き生きとしていました。子どもたちはまるで本当の忍者のように 

集中して取り組み、「忍忍！」のかけ声とともに、最後まであきらめず玉入れを頑張っていました。 

 練習の中ではうまくいかないこともありましたが、そのような時は、友達と励まし合いながら 

挑戦し続ける姿がたくさん見られました。当日の達成感やおうちの方に見てもらえた喜びは、 

きっと子どもたちの大きな自信に繋がったことと思います。これからも様々な行事を通して、 

これからも、「やってみよう」「できた！」という気持ちを大切にしながら、一人ひとりの成長を 

見守っていきたいと思います。 

 

  

 

運動会や園外保育が終わり、次はいよいよ子どもたちが楽しみにしているお遊戯会です。 
発表することももちろん大切ですが、クラスの仲間と一緒に練習を重ねる中で、協力し合いながら 
気持ちをひとつにして取り組む時間を大切にしています。お遊戯会には魅力的な役がたくさんあり、 

子どもたちはどの役にしようかと目を輝かせながら悩み、自分で「これをやりたい！」と決めています。 

どの役も大切な役であり、子どもたちはそれぞれの役に誇りをもって一生懸命頑張っています。 

お家でもセリフやうたや、踊りなどを口ずさんだり、体を動かしたりする姿が 

見られるかもしれません。そのときには「楽しそうだね！」「上手だね」 

「本番も応援しているよ」と、温かい言葉をかけてあげてください。  

おうちの方からの励ましが、子どもたちにとって何よりの力となり、自信に 
つながっていきます。 
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